
 

核兵器全面禁止・廃絶の声を広島・長崎・世界へ届けよう 

【被災地連帯平和行進】前浪江町長の遺志受け継ぎ復興・再生へ 
福島県内の被災地行進３日目は、双葉郡の浪江町

内の行進と町長への要請からはじまりました。 
前日の雨も上がり、晴れ模様のなか、午前９時に

JR浪江駅前を出発。通しリレー横断幕と被災地連帯
横断幕を掲げて、町役場まで約２kmを歩きました。 

３年前に規制が
解除され、町役場
も二本松市から戻
ったものの、町民
の姿は少なく、更地や震災直後から手付かずの建物も
目につき、再生への道のりの遠さを感じさせます。 
行進団を迎えてくれた佐藤良樹副町長は、故馬場有

（ばば・たもつ）前町長のもとで総務課長として、住
民避難や復興のために尽くしてきたこともあり、「昨

日が馬場前町長の一周忌でした。馬場前町長の
思いは良くわかっています。これから目の前に
ある原発と向き合っていかねばなりません」と
語り、行進ペナントに記名しました。 
また、いわさきちひろカレンダー贈呈にも

「子どもがとても楽しみにしています」と感謝
をのべました。 
（日本原水協事務局長・安井正和） 

原水爆禁止2012年世界大会-広島・閉会総会で馬場有浪江町長が訴えた内容は、以下の
URLからYouTubeで聞くことができます。 
https://www.youtube.com/watch?v=Lu8DUA83iBE 
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【重要】2019年原水爆禁止国民平和大行進・東京の上野公園
終結日が2019年 7月 27日（土）から26日（金）に1日 
早くなりました！詳細は東京原水協03-5395-4222まで。 


